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1 ペットフードに起因すると考えられる犬及び猫

の健康被害が発生し，その診断・治療に当たった

獣医師において，別紙様式に記入の上，電子メー

ル（アドレス：PETFOOD-SAFETY@env.go.jp）

もしくはファクシミリ（番号：03h3508h9278）

により環境省自然環境局総務課動物愛護管理室あ

てに情報提供すること．

2 通報に当たっては，獣医師としての十分な知識

に基づき症例の検討を行い，当該健康被害事例が

ペットフードに起因する可能性が高いと考えられ

る情報のみを提供すること．

3 環境省自然環境局総務課動物愛護管理室におい

ては，通報された情報を直ちに農林水産省と共有

し，情報の分析を行い，必要な対応をとることに

よって被害の拡大防止に努めること．

4 ペットフードの品質や栄養成分に係る問題につ

いては，動物愛護管理室に情報提供する必要はな

いこと．

5 通報された情報に関して動物愛護管理室から問

い合わせることがあること．
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ペットフードに起因すると考えられる健康被害情報

について

このことについて，平成24年3月23日付け事務

連絡をもって，環境省自然環境局総務課動物愛護管

理室から別添写しのとおり通知がありましたので，

貴会関係者に周知方よろしくお願いします．

なお，このたびの通知は，我が国のペットフード

の安全をより確保してゆくため，愛がん動物用飼料

の安全性の確保に関する法律（ペットフード安全

法）が適切に運用される必要があり，多くの飼育者

の相談窓口となることが想定される動物病院からの

安全性に関する情報の収集を目的とした通報窓口を

環境省に設置したことの周知の依頼と，下記の事項

について，本会会員等へ周知とともに通報体制の適

切な運用に関する協力を依頼されたものです．

今般，平成24年3月23日付け事務連絡をもって，環境省自然環境局総務課動物愛護管理室から，愛がん動

物用飼料の安全性確保に関する法律（ペットフード安全法）の適切な運用に伴って，ペットフードに起因する

と考えられる愛がん動物に対する健康被害の情報を収集するための通報窓口が環境省内に設置されたことにつ

いて通知があり，次のとおり，地方獣医師会あてに通報体制の適切な運用に関する協力と周知を依頼された．

なお，様式は333ページのとおり．
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